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１. 全体総括及び次年度への課題
高度実践被ばく医療検討委員会委員長　對馬　　均

１）　全体総括

　本プロジェクトは平成 20 年度から平成 24 年度に渡って展開された文部省特別教育研究事
業「緊急被ばく医療人材育成の体制整備」の後継事業として認められ，平成 25 年度から 5 年
間の「緊急被ばく医療の教育・研究体制の高度化及び実践的プログラムの開発―高度実践被
ばく医療人材育成グローカル拠点の形成―」事業として開始されたものである。
　プロジェクト初年度である平成 25 年度の目標は，事業展開のための組織を再編成し，高度
実践看護師を視野に入れた大学院教育プログラムの検討を開始するとともに，国内外の関連
機関との連携を図りながら，新たな切り口としての放射線リスクコミュニケーションに関す
る検討をスタートさせることに置かれた。また，前プロジェクトからの継続事業の恒常的な
展開とさらなる発展を期することも重要な目標とされた。

■活動組織の編成について
　初年度の事業目標達成に向けて，活動組織が検討され，大きく「継続事業強化・推進部門」「高
度実践看護教育部門」「放射線リスクコミュニケーション教育部門」「グローバル人材育成部
門」という 4 つの部門と部門間の調整と全体統括を担う「プロジェクト推進本部」から成る
組織が編成され，活動が開始された。新プロジェクトをスタートさせ，軌道に乗せるという
初年度の大目標は達成されたが，活動経過の中で不備や手薄な点が浮き彫りとなった点も多々
みられたが，その都度，委員会で対応策を検討し，組織を強化しながら進めることで対応し
てきた。次年度には，事業の進展に合わせて組織の見直しを行い，さらなる強化を行うこと
が必要と思われる。

■継続事業の強化・推進について
　継続事業の中で最重要課題として位置づけられたのが「現職者研修」であった。過去 3 回
の実績を踏まえてプログラム・運営方法の見直しを行ないながら事業を進めてきたが，初の
試みとなったｅラーニングによる事前学習システムは，担当者の努力により，初期の目標を
達成することができた。今後，さらに洗練したプログラムとなるよう，整備することが望ま
れる。青森県の事業など対外的な活動への参画という点では，旧プロジェクトでの見学参加
型の取り組みから，国民保護訓練をはじめとした役割遂行型の実働的な取り組みへとシフト
してきた。これは 3.11 災害支援を契機としおこなわれた基本方針の軌道修正に基づくもので
あるが，今後，万一の災害事案を想定した「弘前大学放射線安全機構」としての意思決定意
ステムを確認していく必要がある。
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　継続事業のもう一つの柱とされた学部教育，大学院教育における被ばく医療教育の強化推
進という点については，初年度の事業の中に盛り込むことができなかった。これは活動組織
の中で，この役割を担う部署の位置づけを明確にできなかったことによるもので，次年度の
課題として取り組む必要があると考える。

■高度実践看護教育プログラムの検討について
　新プロジェクトの目玉として位置づけられる「高度実践看護教育」に向けて，学内外での
活発な活動が展開された。新しい大学院教育プログラムとしての高度実践看護教育カリキュ
ラム案は，長崎大学，鹿児島大学との連携の下，着々と準備が進められ，素案が作成された。
残念ながら，念願の課題であった看護教育学会における “ 分野特定 ” には至らなかったが，専
門家委員からのサゼッションを活かして軌道修正が行われ，平成 27 年度からの教育開始に向
けて，継続的に努力が払われている。
　これまでも学外に向けたプロジェクトの成果や情報の発信は行われてきたが，今回，初の
試みとして，東京に会場を設定して開催された第 1 回セミナーは多くの参加者を得て成功裏
に終了した。このセミナーを通して，より多方面にわたる関係者に，弘前大学における被ば
く医療人材育成の取り組みについて周知することができたものと思われる。
　また，この新しい教育プログラムの国際化に向けた活動についても，グローバル人材育成
部門との連携により活発な活動が行われ，シンガポールやタイといったアジア諸国の関連機
関に対して「高度実践看護教育」の開始を広報することができた。この成果が現れるのはま
だ先のことではあるが，第 1 歩として着実な歩みが刻まれたところである。

■放射線リスクコミュニケーション教育への取り組みについて
　新しいプロジェクトの目標として掲げられた課題のキーワードの一つとして「放射線リス
クコミュニケーション」があげられる。危機管理の用語である “ リスクコミュニケーション ”
と “ 放射線災害 ” の概念が結びついて生まれた概念であると思われるが，3.11 福島原発事故
を契機として，注目され，よく耳にするようになった用語である。今回のプロジェクトにお
いては，被災住民に対する放射線のリスクコミュニケーションにとどまらず，一般住民や教
育関係者も視野に入れた放射線に関する基礎知識も含めたリスクコミュニケーションに関す
る教育の必要性についても検討課題とした。
　初年度の取り組みは，“ 放射線リスクコミュニケーション ” について正しい知識を共有する
ことを基本方針として，講師を招いての講演会の開催や各種研修会への参加を通して，まず
構成メンバーが放射線リスクコミュニケーションについて学習することから始められた。一
年間の取り組みから，リスクコミュニケーションの意味やリスクコミュニケーターの役割に
ついて学ぶことができた点が最大の収穫といえる。
　こうした成果に基づいて，次年度は「放射線リスクコミュニケーション教育」を実践して
いくための具体的な計画について，検討を進めていく必要がある。

■グローバル人材育成に向けた取組みについて
　「世界に発信し，地域と共に創造する弘前大学」という弘前大学のモットーに即して，本プ
ロジェクトでは，被ばく医療人材育成に関するグローカル拠点形成が目指されている。この
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役割を担う組織としてグローバル人材育成部門が位置づけられたわけであるが，この目標に
向けて，初年度は，高度実践看護教育部門との連携を密にして，海外とのネットワーク構築
のための基盤づくりが行なわれた。
　国際連携協定が締結されているスウェーデンのストックホルム大学放射前防護研究セン
ターからの研究者招聘を皮切りに，韓国の KIRAMS，フィリピンのフィリピン大学，タイのチュ
ラロンコン大学との学術交流が精力的に実施された。また，前プロジェクトから継続されて
きた被ばく医療国際シンポジウムについても，5 回目となる集会を被ばく医療総合研究所，被
ばく医療プロフェッショナル育成計画との共催という形で開催することができた。
　この国際シンポジウムについては，この 1 年間の活動を通して，国内外の若手研究者の自
由な交流の場であるグローバル・リトリートとして位置づけ，発展的に形を変えて開催する
ことが確認された。経済的な面での課題は多いが，実現に向けて英知を結集し，努力するこ
とが望まれる。

２）次年度への課題

　今年度の総括から，明らかとなった課題は以下のように整理できるものと思われる。

① 現職者研修開催の継続と被ばく医療における対応の整備
② 国民防護訓練への取り組み体制の整備・強化
③ 高度実践看護教育開始に向けた準備
④ 放射線リスクコミュニケーション教育の基盤整備
⑤ グローバル拠点充実に向けた国際交流・国際連携の強化
⑥ 遠隔授業を含めたｅラーニングシステムの整備

　こうした課題への対応を念頭において次のような取り組みを展開することが次年度の目標
として位置づけられる。

■ PDCA サイクルに沿った継続事業の展開

■高度実践看護教育の大学院教育カリキュラムの編成

■放射線リスクコミュニケーション教育プログラム案の作成とスタッフ研修の実施

■グローバル人材育成に向けた国内外のネットワークの展開・拡張

■被ばく医療教育方法の改善に向けた環境整備
　　　　　―ｅラーニング・遠隔授業・シミュレーション教育―

以上
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